
研究成果 

 りんご「ふじ」のわい化密植栽培における 

           木の生育と収量の経年変化 りんご研究所 

 青森県にりんごのわい化栽培が導入されて40年以上経過しましたが、わい化密植栽培における木の生育や
収量の経年変化を長期間にわたり具体的に検討された事例がほとんどありませんでした。 
 そこで、りんご研究所（黒石）において、｢ふじ｣／Ｍ.９Ａを列間４ｍ×樹間２ｍで栽植し、最上位側枝高３ｍ、樹
幅２ｍの細がた紡錘形を目標樹形とし、30年間継続調査しました。 

お問い合わせ りんご研究所 栽培部 (℡0172-52-2331） 

30年生の収穫前の着果状況 

青森県農林業関係試験研究情報 
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（地独）青森県産業技術センター・農林部門 
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10ａ当たり収量を４ｔ以上確保
でき、剪定が比較的容易で目
標樹形を維持できるのは、樹
齢10～20年生頃であることが
明らかになりました。 
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樹勢指数および剪枝重の推移 樹高、最上位結実高および樹幅の推移 

果重および10a当たり収量の推移 

 ※樹勢指数 

  1 (著しく弱い) 

   2 (弱い) 
   3 (適正) 
   4 (強い) 
   5 (著しく強い) 


